
第1項（一般事項）:
▪ 本賃貸借契約（以下「レンタル契約」という）は、お客様（以下「甲」という）と株式会社九州サンスターストロボ（以下「乙」という）
との間で締結されます。特に別途書類が作成されない場合、以下の条文が適用されます。

第3項（レンタル期間）:
▪ レンタル期間は、お客様控えまたは納品書に記載された期間に準拠します。この契約に基づくレンタルは、特定の場合を除き、
レンタル期間が終了するまで解約または終了することはできません。

第4項目（料金）:
▪ 甲は、乙が発行したレンタル契約締結日に有効なレンタル料金表に基づいて計算されたレンタル料金、運送諸経費、その他の
代金などに消費税を加えた金額（以下「レンタル料金」とする）を乙に支払うものとします。

第5項（予約の失効およびレンタル契約の取り消し）:
▪ 乙は、甲に対してレンタル機材を引き渡す前日までに、乙が発行する請求書に基づくレンタル料金の全額を甲が支払わない
場合、乙の判断により予約は自動的に失効し、レンタル契約は取り消されたものとみなします。この場合、甲は乙に対していか
なる補償請求も行わないものとします。

第6項（後払いの特例）:
▪ 甲がレンタル機材の引き渡し前日までに支払いが困難な場合、乙は特例として後払いを認めることがあります。ただし、後払い
を適用するには、乙が定める条件を満たす必要があります。

第7項（物件の引き渡し）:
▪ 乙は、物件を甲の指定する日本国内の場所にて、使用日の前営業日午後（12:00以降の営業時間内）に引き渡します。甲は物件
を使用日の翌営業日午前中（9:00以降12:00まで）に返却します。なお、交通機関の遅延による納品遅れから生じる甲の損害に
ついて、乙は責任を負いません。

第8項（担保責任）:
▪ 乙は甲に対し、物件が正常な機能を備えていることを保証しますが、使用目的への適合性については保証しません。また、甲
はレンタル機材を受け取ったら、動作チェックを行い、破損や故障があれば乙に直ちに連絡しなければなりません。

第9項（担保責任の範囲）:
▪ レンタル期間中、甲の責によらない理由で性能の欠陥が生じ、物件が正常に作動しない場合、乙は物件の交換または修理の
ために使用が妨げられた期間のレンタル料金を日割り計算で減免できます。乙は前項に定める以外の責任を負いません。

第10項（物件の使用、保管）:
▪ 甲は物件を適切に管理し、本来の使用目的以外に使用しないよう注意します。甲は乙の書面による承認を得ずに、物件を譲渡、
転借、または改造しません。

第11項（滅失、破損時の責任）:
▪ 甲は乙より借受けた機材を、受領時と同等の状態で返却しなければならない。もし機材が返却時に滅失または破損していた場
合、甲は故意であろうと過失であろうと、それに伴う乙の損害を負担しなければならない。

第12項（レンタル期間の延長）:
▪ 甲から延長期間を定めて期間延長の申し出があった場合、乙は当該レンタル契約に適用される料金制度表に基づき、この申し出
を承諾できます。ただし、乙が延長不能と判断した場合、甲は当初の契約通り返却しなければならない。

第13項（物件の返還遅延の損害金）:
▪ 甲は乙に対して物件の返還を行う場合、もし返還が遅れた場合は、甲はその期日から返還が完了するまでの間、遅延損害金を
支払うものとします。

第14項（乙の権利譲渡）:
▪ 乙は、この契約に基づく乙の権利を第三者に譲渡し、または担保に差し入れることができます。

第15項（約款の変更）:
▪ 本約款の内容は甲の同意なしに変更されることがあります。ただし、変更により甲にとって不利益になる場合は、この限りでは
ございません。

第16項（合意管轄）:
▪ 本レンタル契約に関する訴訟が発生した場合、乙の所在地にある裁判所を全管轄裁判所とします。

第2項（物件）：
▪ 乙は甲に対し、お客様控えまたは納品書に記載されたレンタル物件（以下、「物件」とする）を提供し、甲はこれを借りるものとする。
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